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第
74
回
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
各
支
店
へ
合

計
１
８
０
名
の
出
席
要
請
を
し
、
１
４
４

名
が
出
席
さ
れ
他
の
組
合
員
は
書
面
決

議
で
の
出
席
を
す
る
こ
と
で
規
模
を
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。（
１
４
４
名

の
内
78
名
か
ら
書
面
決
議
の
ハ
ガ
キ
提

出
が
あ
り
、
書
面
決
議
を
優
先
と
し
た
為
、

実
質
68
名
の
出
席
）
昨
年
同
様
会
場
を
山

形
テ
ル
サ
の
「
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
」
に
変
更

し
、
今
年
も
出
席
者
の
濃
厚
接
触
を
避
け

る
た
め
、
間
隔
を
空
け
た
会
場
設
営
と
換

気
対
策
、
検
温
、
手
指
消
毒
剤
の
設
置
な

ら
び
に
マ
ス
ク
を
準
備
し
て
感
染
防
止

に
努
め
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
書
面
出
席
者
に
よ
る

議
案
の
賛
否
を
記
し
た
書
面
決
議
の
ハ

ガ
キ
を
各
地
区
わ
か
ば
の
会
の
代
表
者

５
名
に
よ
り
確
認
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
専
務
が
開
会
の
挨
拶
と

Ｊ
Ａ
綱
領
を
読
み
上
げ
て
開
始
。

　

は
じ
め
に
、
大
山
組
合
長
が
令
和
３
年

度
の
事
業
活
動
の
概
要
と
昨
年
の
総
会

で
決
議
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
組
合
員
な
ら
び
に

地
域
の
利
用
者
皆
様
の
協
同
の
成
果
に

よ
り
計
画
を
上
回
っ
て
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
た
事
の
報
告
と
謝
意
を
述
べ
、
あ

わ
せ
て
昨
年
の
総
会
で
決
議
さ
れ
た
新

上
町
支
店
と
㈱
ジ
ャ
オ
本
社
の
竣
工
を

報
告
。

　

当
期
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
旧
育
苗
セ

ン
タ
ー
の
土
地
評
価
の
低
下
に
よ
り
会

計
上
の
減
損
損
失
処
理
を
行
い
、
剰
余
金

処
分
に
つ
い
て
は
、
将
来
と
も
現
在
の
店

舗
体
制
を
維
持
す
る
為
、
施
設
整
備
・
修

繕
積
立
金
に
２
，
０
０
０
万
円
の
積
立
と
、

組
合
員
皆
様
へ
出
資
配
当
金
と
し
て
昨

年
同
様
の
３
％
と
し
、
残
り
の
剰
余
金
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
活
動
に
及
ぼ
す
影

響
・
経
済
情
勢
を
勘
案
し
、
引
き
続
き
出

資
配
当
等
が
出
来
る
よ
う
に
、
次
期
繰
越

剰
余
金
と
し
て
そ
れ
ら
に
備
え
る
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収
束
が
見
通
せ
な

い
中
、
社
会
生
活
の
変
化
に
対
応
し
た
業

務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
継
続
し

て
働
き
方
改
革
を
す
す
め
、「
一
人
は
万

人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

を
実
践
し
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
、
面
談
を
基
本
と
し
た
良
質
な
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
提
供
し
て
い
く
旨

を
述
べ
る
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
専
務
が
総
会
の
成
立
を

宣
言
し
、
議
長
の
選
任
を
議
場
に
諮
り
、

正
組
合
員
の
山
口
貴
志
さ
ん
（
小
白
川

３
）
を
選
任
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

佐
藤
専
務
が
議
案
の
説
明
を
行
い
、
第

１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
並
び
に
附

帯
決
議
の
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

４
月
の
職
員
人
事
異
動
で
職
員
兼
務

理
事
の
松
田
和
彦
金
融
部
長
が
総
務
部

付
部
長
に
異
動
し
た
為
、
信
用
事
業
専
任

理
事
に
、
こ
の
３
月
に
参
事
職
で
定
年
退

職
し
た
伊
藤
理
人
氏
が
実
務
精
通
理
事

と
し
て
総
会
で
選
任
さ
れ
、
新
任
さ
れ
た

伊
藤
理
人
理
事
が
挨
拶
を
述
べ
総
会
終

了
と
な
っ
た
。

　

総
会
後
の
理
事
会
で
、
伊
藤
理
事
が
信

用
事
業
専
任
の
常
勤
理
事
に
選
任
さ
れ

就
任
し
た
。

第 74 回  通 常 総 会／ ／ ／ ／ ／

新任の挨拶をする伊藤理事

来賓　中央会　秋葉定総務部長より祝辞 来賓の佐藤孝弘山形市長より祝辞 挨拶を述べる大山組合長

監査報告をする高橋代表監事 議案の説明をする佐藤専務 山口貴志議長（小白川３）

令和４年

６月 16 日（木）
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令和4年度の基本的な考え方

第１号議案 令和３年度事業報告及び剰余金処分案の承認に関する件

［報告事項: 貸借対照表、損益計算書、注記表］

■第74回通常総会提出議案・書面決議による議決状況

第２号議案 定款の一部変更に関する件

第３号議案 令和4年度事業計画の設定に関する件

第４号議案 役員の選任に関する件

第５号議案 令和4年度における理事及び監事の報酬に関する件

附帯決議 許可申請に際し、法令その他行政庁の指示により字句その

他の事項に修正加除を要するときは理事会に一任する。
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議　　　　案 賛 否

経済事業
●農業みらい基地創生プロジェクトにおける「山形セルリー」販売戦

略の強化・継続
●米価安定へ向け、互助制度活用しＪＡ山形市全体で「生産の目安」

の達成
●「良質米研究会」を主体とした高品質・良食味米の生産維持と販

売強化
●「花き」・「野菜」の品質向上に向けた生産組織を支援
●長引くコロナ禍における農業経営継続維持へ向けた総合的な支援

農業者経営支援事業
●超高齢社会への対応として、「相続まるごとサポート」と「遺言信託」

の活用による資産の承継
●インボイスへの対応と記帳代行業務の拡充（金融部・不動産部と

連携して対応）

信用事業
●安定的な収益確保と資産維持のため、不動産部と連携しリフォー

ム・リノベーション等の長寿命化に関わる資金の融資
●「貯金は農協へ」特殊詐欺等から組合員・利用者の財産を守る
●キャッシュレス化時代への対応として、インターネットバンキングの

利用者拡大
●ＪＡカードの利用推奨
　㈱ジャオ下条SS上町SSおよび全国のJA-SSで２円／ℓ割引、ＪＡ

直売所でお買い物５％割引

共済事業
生命共済
●相続対策（相続税納付・相続税軽減）としての終身共済の提案
●入院・介護・認知症等に備えた、新医療共済を中心とした生存系

の推進
建物共済
●火災だけでなく多発する自然災害にも備えた、建物更生共済・共栄

火災保険の推進
自動車共済（交通事故）
●令和２年12月新登場した日常生活賠償責任特約をはじめ、弁護士

費用保障特約や車両保障など自動車共済に安心をプラスする提案
●「ＪＡ共済村山自動車サービスセンター」との連帯による組合員・

契約者対応の充実

不動産事業（宅地等供給事業）
●入居率確保の為の対策
　・全国版検索サイトで物件情報公開と不動産業者との連携
　・各種メディアを活用したCM等で集客力アップ
　・物件に応じたリノベーション等で資産の長寿命化

　・入居者への営業時間外の緊急トラブルのコールセンターとして
提携先の㈱TOKAIによる初期対応により、入居者の安心・満足
度の充実

　・不動産サポーター制度による人材育成、顧客対応の充実
●コロナ禍における斡旋業務の持続性を確保（オンライン重説等へ

の対応）
●アフターコロナに対応した業務改革
●デジタル技術進化への対応により、業務効率化と顧客満足度UP
●キャッシュレス決済の導入の検討

総務部
●新型コロナウイルス対策の継続
●わかばの会活動の支援・協力
●准組合員への訪問活動のための台帳整備
●相談・提案のための訪問活動の充実と営業体制の見直し
●役職員全員参加のコンプライアンス研修会並びに階層別研修会の

実施
●働き方改革関連法への対応
●事務効率化と経費削減にむけた各種機器の導入と操作講習受講
●個人情報保護体制強化に向けたクラウド方式の導入
●総合事業と結びついた「持続可能な開発目標（SDGs）」達成への取

り組み・支援
●ガーデンテラス七日町入居者満足度向上と入居者向上に向けた営

業活動

社会貢献活動
●青少年育成事業への協賛（山形テルサ）
●認知症支援のための市民後見人講座の受講と登録
●食農教育の啓発・こども食堂への食材提供
●防犯に関する県警との協定
●防犯「青パト」の登録による巡回活動
●健康講座の実施
●「やまがた絆の森」環境保全活動の継続
●献血の協力
●山形駅南アンダーパスの清掃活動

協同会社 ㈱ジャオ ＪＡＯ
●組合員が安心して利用できる「選ばれる店舗」づくりに努める
●多様化する社会に対応した事業の多角化をすすめる
　・「ＪＡでんき」の新規取り組みや「エアコン機器」の自社施工を行い、

組合員・利用者の費用負担軽減を図る
●「パーキングＪＡ山形市」運営改善後（24 時間営業）のフォローと利

用拡大、令和４年度にキャッシュレス精算機導入予定

～コロナ禍だからこそ、組合員利用者と “ 絆 ” を深め、信頼関係の構築を図る～

■退任役員

前金融部長兼信用事業専任理事　　松田　和彦

（令和４年４月１日付　総務部付部長に人事異動）

■新任役員紹介

信用事業専任常勤理事　　伊藤　理人

　令和４年度は、「コロナ禍だからこそ組合員・利用者と “ 絆 ” を深め、信頼関係の構築を図る」を基本的な考え方と

して、2048年の創立100周年の未来に向けて自主自立を貫く総合農協の「ＪＡ山形市まるごとブランド化」に引き続き

取り組み協同組合の使命を実践してまいりますので、ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。
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６
月
22
日
（
水
）
小
白
川
支
店
わ
か
ば
の
会
の
親
善
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
、
宮
城
蔵
王
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
８
名

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
曇
天
の
中
で
し
た
が
、

暑
く
も
寒
く
も
な
く
、
風
も
な
い
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の

中
で
、
皆
さ
ん
軽
快
に
プ
レ
ー
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
来
年
は
表
彰
式
・
反
省
会
付
き
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
（
木
）
、
美
畑
支
店
わ
か
ば
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
13
名
の
参
加
に
よ
り
、
宮

城
蔵
王
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
プ
レ
ー
の
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
表
彰
式
と
懇
親
会
も
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

生
憎
の
天
気
（
濃
霧
）
と
な
り
、
後
半
は
グ
リ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
状
況
で
の

プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
怪
我
も
な
く
、
最
終
ホ
ー
ル
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
久
し
ぶ
り
の
宴
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
い
に
ゴ
ル

フ
談
議
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
わ
か
ば
の
会
の
行
事
も
中
止
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
今

後
の
行
事
再
開
を
楽
し
み
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
（
水
）
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
上
町
支
店

わ
か
ば
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
山
形
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

お
い
て
８
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
孝
一
さ
ん
（
上
町
５
）
よ
り
始
球
式
を
行
っ
て
い
た

だ
き
プ
レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
。
梅
雨
の
時
期
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
の
晴
天
の
中
、
皆
さ
ん
賑
や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
ゴ
ル
フ
談
議
に
花

が
咲
き
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
つ

つ
来
春
の
開
催
と
再
会
を
誓
い
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

小
白
川
支
店
わ
か
ば
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
軽
快
に
プ
レ
ー

美
畑
支
店
わ
か
ば
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

３
年
ぶ
り
に
表
彰
式
＆
懇
親
会

上
町
支
店
わ
か
ば
の
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

晴
天
の
中
賑
や
か
に
プ
レ
ー

志鎌芳仁わかばの会会長（椹鉄）

による始球式

優　

勝 

坂
本　
　

勇 

さ
ん
（
准　

組
）

準
優
勝 

折
原　
　

勝 

さ
ん
（
准　

組
）

第
三
位 

山
口　

孝
一 

さ
ん
（
上
町
５
）

優　

勝 

丹
野　

芳
治 

さ
ん
（
東　

鉄
）

準
優
勝 

中
野　

謙
吉 

さ
ん
（
東　

鉄
）

第
三
位 

早
坂　

仁
志 

さ
ん
（
東　

鉄
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス 

早
坂
誠
さ
ん
（
東
鉄
・
ス
コ
ア
84

）

東
鉄
実
行
組
合
員
さ
ん
大
活
躍
の
大
会
と
な

り
ま
し
た

優　

勝 

狩
野　

恒
治 

さ
ん
（
小
白
川
２
）

準
優
勝 

渡
辺　
　

弘 

さ
ん
（
諏
訪
町
）
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７
月
１
日
（
金
）
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
野
菜
専
門
委
員
会
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
（
永
野
輝
雄
部
長
・
片
平
）

に
よ
る
圃
場
巡
回
が
、
ト
キ
タ
種
苗
の
中
野
将
規
さ
ん
を
講
師
に

招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。
圃
場
巡
回
で
は
各
部
員
の
栽
培
ハ
ウ
ス
を

全
て
周
り
、
こ
れ
か
ら
来
る
夏
時
期
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
防

除
・
施
肥
・
温
度
管
理
等
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
７
月
上
旬
の
学
校
給
食
の
他
、
県
内
へ
約
20
ｔ
の
出

荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
14

日
（
火
）
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
お

い
て
、
ひ
ま
わ
り
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
生
産
者
８
名
と
関
係
者
の
参
加
に
よ
り
目
揃
い

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
き
園
芸
専
門
委
員
会
青
年
部
長
の
武
田
修
嘉

さ
ん
（
坂
の
上
）
よ
り
出
荷
時
の
切
り
前
や
出
荷
調

整
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
生
産
者
全
員
で
ひ

ま
わ
り
の
出
荷
規
格
に
つ
い
て
の
統
一
を
図
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
東
北
・
関
東
方
面
へ
約
５
万
本
の

出
荷
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

６
月
17

日
（
金
）
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
お

い
て
、
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
に
定
植
さ
れ
た
ト
ン

ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
き
ゅ
う
り
部
（
長
谷
川

裕
一
部
長
・
横
宿
上
）
生
産
者
15

名
に
よ
る
き
ゅ
う

り
目
揃
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
り
が
良
い
お
い
し
い
露
地
き
ゅ
う
り
を
消
費

者
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
防
除
暦
・
出
荷
規
格
・
箱
詰

め
時
の
注
意
点
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
内

と
関
東
方
面
へ
20
ｔ
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
目
揃
い
会

夏
の
花
を
お
届
け

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
圃
場
巡
回

夏
時
期
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

き
ゅ
う
り
目
揃
い
会

香
り
の
良
い
露
地
き
ゅ
う
り
を
全
国
へ
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６
月
22
日（
水
）、山
形
生
協
主
催
の
地
域
食
堂『
い
っ
し
ょ
に

ば
ん
ご
は
ん「
み
ん
な
の
食
堂
」』へ
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
よ
り
山
形

農
協
の
組
合
員
が
栽
培
し
た
サ
ク
ラ
ン
ボ「
佐
藤
錦
」３
㎏
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
70
枚
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
地
域
食
堂
へ
訪
問
し
た
当
農

協
の
大
山
組
合
長
が
、山
形
セ
ル
リ
ー
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
提
供

し
、山
形
生
協
の
伊
藤
薫
理
事
と
食
堂
ス
タ
ッ
フ
の
後
藤
惠
美

子
さ
ん
へ
農
産
物
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

地
域
食
堂
は
、コ
ー
プ
し
ろ
に
し（
山
形
市
）の
２
階
を
会
場

に
毎
月
１
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。３
年
前
は
利
用
者
が
集
い

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
食
事
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
一
時
休
止
さ
れ
、令
和
３
年
11
月
か
ら
お
弁

当
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
方
式
で
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
。贈
呈
当

日
は
約
70
食
分
の
注
文
が
あ
り
、老
若
男
女
問
わ
ず
利
用
者
の

方
に
お
弁
当
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
形

が
主
体
と
な
り「
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
」サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
令

和
２
年
度
よ
り
５
ヵ

年
計
画
で
実
施
し
て

い
ま
す
。食
農
教
育

の
新
た
な
場
や
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り

の
取
組
み
に
賛
同
・

支

援

し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 J

A
グ
ル
ー
プ
で
地
域
食
堂
へ

山
形
の
農
産
物
贈
呈

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

山
形
の
学
校
給
食
を
世
界
に
発
信
す
る
動
画
制
作
が
、山
形

大
学
学
術
研
究
院（
地
域
教
育
文
化
学
部
主
担
当
）の
大
森
桂
教

授
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
は
、歴
史
あ
る
日
本
の
学
校
給
食
の
魅
力
に
つ

い
て
学
校
給
食
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
山
形
県
か
ら
海
外
へ
Ｐ

Ｒ
し
、さ
ら
に
日
本
国
内
の
子
ど
も
や
保
護
者
・
市
民
の
皆
様

に
も
給
食
の
価
値
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

動
画
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
無
料
配
信
し
、す
で
に
第
一
弾
の

基
礎
編
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、第
二
弾
の
地
産
地
消
編
、第
三
弾

の
続
可
能
編
の
制
作
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
二
弾
の
地
産
地
消
編
制
作
に
あ
た
り
、当
農
協
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
部
が
収
穫
時
期
に
小
学
校
へ
訪
問
し
、児
童
へ
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
栽
培
方
法
を
お
話
し
な
が
ら
一
緒
に
給
食
を
楽
し
む「
ミ

ニ
ト
マ
ト
お
話
会
」を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
取
材
協
力
依

頼
を
受
け
、６
月
27
日（
月
）に
廣
瀬
晋
之
介
さ
ん（
准
組
）が
出

演
し
動
画
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。廣
瀬
さ
ん
は
圃
場
の
案
内
や

栽
培
方
法
を
説
明
し「
是
非
好
き
嫌
い
無
く
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
ほ
し
い
」と
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

第
２
弾
の
動
画
公
開
は
７
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、左
記
Ｑ
Ｒ
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 学

校
給
食
の
魅
力
を

山
形
か
ら
世
界
へ
発
信

山
形
大
学
教
授
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者
を
取
材

山形大学学術研究院の大森桂教授と

ミニトマト部の廣瀬晋之介さん

YouTubeチャンネル

　

６
月
14
日（
火
）、Ｊ
Ａ
山
形
市
良
質

米
研
究
会
の
雪
若
丸
研
究
会（
逸
見
孝

志
会
長
・
上
町
４
）に
よ
る「
雪
若
丸
」

の
圃
場
巡
回
が
行
わ
れ
、県
農
業
技
術

普
及
課
よ
り
御
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、雪
若
丸
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
圃

場
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
草
丈
・
茎
数
・
葉
色
等
を

調
査
し
ま
し
た
が
、６
月
の
低
温
の
影

響
で
生
育
が
遅
れ
て
お
り
、「
茎
数
を
確

保
す
る
た
め
浅
水
管
理
を
徹
底
す
る
よ

う
に
」と
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
研
究
会
に
よ
る
巡
回
は
、雪
若
丸

の
収
量
品
質
の
決
め
手
と
な
る
、中
干

し
前
の
茎
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
の

判
断
を
行
う
た
め
に
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
農
協
の
令
和
４
年
産
雪
若
丸
生
産

者
は
、
14
経
営
体
・
作
付
面
積
13
・
２
ha

（
昨
年
は
15
経
営
体
・
作
付
面
積
13
・
０
ha
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

雪
若
丸
巡
回

大
粒
の
雪
若
丸
を
消
費
者
へ

参加者

・村山総合支庁農業技術普及課

岡本　真理　主任専門普及指導員

・村山総合支庁農業技術普及課

遠藤　　祐　技師
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６
月
30
日
（
木
）
、
当
農
協
と
山
形
農
協
は
Ａ

４
判
の
広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
３
９
，
０
０
０

枚
を
山
形
市
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の

８
月
に
、
農
業
振
興
を
通
じ
山
形
市
の
一
層
の

地
域
活
性
化
に
資
す
る
為
の
協
定
を
山
形
市

と
当
農
協
・
山
形
農
協
の
３
団
体
で
締
結
し

た
こ
と
を
機
に
共
同
で
贈
呈
し
、
今
年
で
３
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

窓
口
用
封
筒
の
広
告
は
、
表
面
に
三
者
連
携

協
定
締
結
の
概
要
と
、
当
農
協
の
山
形
セ
ル

リ
ー
団
地
・
山
形
農
協
の
野
菜
ハ
ウ
ス
団
地

を
あ
わ
せ
た
総
称
「
お
い
し
い
サ
ラ
ダ
団
地
」

の
写
真
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
取
組
み
「
国
消
国
産
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
裏
面
は
両
農
協
合
わ
せ
て

５
，
０
０
０
世
帯
の
賃
貸
住
宅
物
件
を
管
理
す

る
両
農
協
不
動
産
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
、
市
と

両
農
協
の
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
の
概
要

を
掲
載
し
、市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

佐
藤
市
長
は
「
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

窓
口
用
封
筒

は
当
農
協
よ
り

平
成
19
年
か
ら

毎
年
贈
呈
し
て

お
り
、
山
形
農

協
と
協
同
で
贈

呈
し
た
分
も
含

め
て
累
計
４
２

２
，５
０
０
枚

と
な
り
ま
し
た
。

【
贈
呈
式
参
加
者
】

◦
山
形
市

佐
藤　

孝
弘　

市
長

山
口　

範
夫　

市
民
生
活
部
長

杉
本　
　

肇　
　

市
民
生
活
部
次
長
（
兼
）
市
民
課
長

◦
山
形
農
業
協
同
組
合

岡
崎　

輝
明　

代
表
理
事
組
合
長

栗
原　

秀
行　

代
表
理
事
専
務

大
宮　

幸
輝　

経
営
管
理
部
長

◦
当
農
協

大
山　

敏
弘　

組
合
長

山
口　

真
治　

金
融
部
長

【
設
置
場
所
】

◦
山
形
市
役
所
１
階
市
民
課
窓
口
・

２
階
税
務
署
証
明
窓
口

◦
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２
階
市
民
課
証

明
コ
ー
ナ
ー

◦
千
歳
・
金
井
・
滝
山
・
南
沼
原
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

５

月

31

日
（
火
）
と

６

月

21

日

（
火
）
に
、
当
農
協
の
親
睦
会
「
の
ん

き
な
殿
さ
ま
野
球
部
」
が
企
業
間
の

野
球
大
会
「
第
57
回
山
形
実
業
人
野

球
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
歓
声
が

沸
く
試
合
展
開
に
選
手
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
試
合
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
職
員
・

関
係
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
57
回
山
形
実
業
人

野
球
大
会

の
ん
き
な
殿
さ
ま
野
球
部

窓
口
用
封
筒
贈
呈
式

山
形
農
協
と
連
携
し
て
贈
呈

第57回山形実業人野球大会

・５月31日(火）対　ベルウッド

・６月21日(火）対　EXPERT
６月21日(火)きらやかスタジアムにて（選手とマネージャー）

トピックス

令和４年　６月８日（水）　　ＹＢＣ「ピヨ玉ワイド」にて放送

プロジェクト
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熱中症にご注意ください！！

　近年、熱中症の多くは日常生活の中で発症しています。熱中症は症状が重くなると生命への危険が及ぶこともありますが、

適切な予防法で重症化を未然に防ぐことができます。

　７月、８月は熱中症の発生が急増する時期です。大事に至らぬよう日々の日常生活や農作業で予防に努めていきましょう。

●
夏
の
農
作
業
で
心
が
け
る
こ
と

１
、
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
外
し
て
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う

２
、
作
業
前
・
作
業
中
の
水
分
補
給
、
こ
ま
め
な

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
•
の
ど
が
乾
い
て
い
な
く
て
も
20
分
お
き
に
休

憩
し
、
毎
回
コ
ッ
プ
１
〜
２
杯
以
上
を
目
安

に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ
う

３
、
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

４
、
単
独
作
業
を
避
け
ま
し
ょ
う

　
•
作
業
は
２
人
以
上
で
行
う
か
、
時
間
を
決
め

て
水
分
・
塩
分
補
給
の
声
か
け
を
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
合
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

５
、
高
温
多
湿
の
環
境
を
避
け
ま
し
ょ
う

　
•
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
計
、
温
度
計
、
湿
度
計

で
、
作
業
環
境
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
•
特
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
内
は
風
通

し
が
悪
く
、
早
い
時
期
、
早
い
時
間
か
ら
暑

さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
が
高
く
な
る
た
め
、
風

通
し
を
良
く
し
た
り
断
熱
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

●
日
常
生
活
で
心
が
け
る
こ
と

１
、
暑
く
な
る
前
に
、
熱
中
症
に
負
け
な
い
体
作

り
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
•
暑
さ
に
慣
れ
る
た
め
、
毎
日
30
分
く
ら
い
歩

く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
•
暑
さ
に
強
く
な
る
食
べ
物
を
積
極
的
に
と
り

ま
し
ょ
う

　

（
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
含
む
豚
肉
や
卵
、
カ
リ
ウ
ム

を
含
む
ほ
う
れ
ん
草
や
バ
ナ
ナ
、
ク
エ
ン
酸
を

含
む
梅
干
し
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
が
効
果

的
で
す
）

２
、
暑
く
な
っ
て
き
た
ら
、
日
々
の
体
調
管
理
に

一
段
と
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
•
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
等
の
持
病
や
、
睡
眠
不

足
・
前
日
の
飲
酒
・
朝
食
の
未
摂
取
等
は

熱
中
症
の
発
生
に
影
響
を
与
え
ま
す

　
•
朝
食
は
作
業
前
に
欠
か
さ

ず
食
べ
ま
し
ょ
う

　
•
睡
眠
は
し
っ
か
り
と
り
ま

し
ょ
う

　
•
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま

し
ょ
う
（
気
づ
か
な
い
う

ち
に
脱
水
し
ま
す
）

　
•
持
病
が
あ
る
場
合
や
体
調

不
良
の
と
き
は
翌
日
の
作

業
内
容
の
変
更
な
ど
を
検

討
し
ま
し
ょ
う

高齢者、子ども、障がいをお持ちの方は、熱中症になりやすいので十分に注意しましょう。

周囲の方からも積極的な声かけをお願いします。

引用元：

環境庁熱中症予防情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/

農林水産省
https://www.maff.go.jp/
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 ●オレオレ詐欺（うそ電話詐欺）

 　「携帯番号が変わった」「風邪引いた」は詐欺！

　親族、警察官、弁護士等を装い、親族が起こした事件・

事故に対する示談金等を名目に金銭等をだまし取る（脅

し取る）手口です。最初の電話で「風邪をひいて、喉の調

子が悪い」などと言って、声が違うことを不自然に思われ

ないようにし、さらに、「携帯をなくした（盗まれた、壊れ

た）」と言って、携帯電話番号が変わったと思い込ませま

す。再度、息子や孫になりす

ました犯人から電話があり、

「会社のお金を株に使い込ん

でしまった」などと話し、お金

が至急必要であることを持

ちかけてきます。

 ●預貯金詐欺

 　「払戻し金がある」

 　「キャッシュカードを取り替える必要がある」

 　「手続きの暗証番号を教えてほしい」は詐欺！

　県や市区町村などの自治体や税務署の職員などと名

乗り、医療費などの払い戻しがあ

るからと、キャッシュカードの確

認や取替の必要があるなどの口

実で自宅を訪れ、キャッシュカー

ドをだまし取る詐欺です。

 ●還付金詐欺

 　「還付金がある」

 　「ATM で手続きができる」は詐欺！

 　ストップ！ATM での携帯通話！

　税金還付等に必要な手続きを装って被害者にATMを

操作させ、口座間送金により財産上の不法の利益を得る

手口です。払い戻しには期限があると焦らせた上で、今す

ぐ携帯電話を持って近くのATMに向かうように指示をし

てきます。

 ●キャッシュカード詐欺盗

 　「口座が不正に悪用されている」

 　「キャッシュカードを確認しに行く」は詐欺！

　最近非常に被害が増加している詐欺で、警察官などと

偽って電話をかけ「預金を保護する手続をする」などとし

て、嘘の手続きを説明した上で、

キャッシュカードをすり替えるな

どして盗み取る手口です。

　オレオレ詐欺などの特殊詐欺は、１日に一億円の被害が発生しています。

　最初の犯人からの連絡は、“ 固定電話 ” にかけられています。次のターゲットは、もしかするとあなたかもしれません…。

■今すぐに出来る対策 ～特殊詐欺予防の 特効薬～

　自宅電話を、いつも 留守番電話にしておくことで、ほとんどの特殊詐欺から被害を防ぐことが出来ます。

① 犯人は、巧みな話術で電話の相手をだまそうとします。 ➡話ができなければ（留守電であれば）、犯人は電話を切ります。

② 受話器（耳元）で声を聞くと、話を信じ込んでしまいます。 ➡スピーカーで聞けば、冷静に判断することができます。

③ 本当は在宅中なのに、留守番設定にするのは相手に失礼？ ➡電子音でなく、家族の声でメッセージを入れれば、問題解消！

特殊詐欺に注意！！
手口と対策を把握し未然に被害を防止しましょう

　毎年、全国で特殊詐欺の被害が後を絶ちません。特殊詐欺のターゲットの多くは高齢者です。ご家族全員で呼びかけを

し、被害にあわないように協力をお願いいたします。

　警察が提供する安全安心に関するメール配信

サービスです。

　どなたでも、無料で登録することができます。詐欺かも！と思ったら♯9110（山形警察署 627-0110）

特殊詐欺の手口は巧妙です。手口と対策を知って被害を防ぎましょう。特殊詐欺の手口と対策

引用元：警察庁・SOS47

　　　　特殊詐欺対策ページ



　新型コロナが蔓延し

ており、全国的にも感

染者数が高止まりの状

況です。夏を迎え、猛

暑日が続くことが予想

されますので熱中症
に注意しながら
組合員の皆様・当農協

関係者も引き続き感染

防止に努めていただき

ますようお願いいたし

ます。

　万が一、本・支店やアグリセンターで新型コロナが発

生した場合、その部署の機能が停止し、組合員・利用者

の皆様へご迷惑をおかけすることとなります。感染拡大

防止の為、必ずマスクを着用してご来店
いただきますようご理解とご協力の程よろしくお願い申

し上げます。

マスク着用のお願い

山形市農協よりお願い

初代組合長　山口和吉

よろしくお願いするものです。

便
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　令和４年２月24日以降、ウクライナ各地での戦闘の激

化により、多くの市民が国内または国境を越えて避難して

いる状況が報道されており、国際協同組合同盟（ICA）で

は、ウクライナの協同組合組織と連絡を取りつつ、援助や

支援への連携を呼び掛けており、世界各国の協同組合組

織で募金活動等の支援活動が行われています。

　こうした情勢を踏まえ、JA全中は、人道的支援の観点

から緊急募金活動を実施することとし、本県JAグループ

においても全国的な取り組みに呼応し、令和４年３月23

日（水）から４月22日（金）までの期間に役職員等による

支援募金活動を実施しましたので下記のとおりご報告申

し上げます。

（１）WFP国連世界食糧計画（国連WFP） ………… 64,000,000円

（２）国連難民高等弁務官事務所（国連UNHCR）… 32,000,000円

（３）日本赤十字 ……………………………………… 32,000,000円

（４）国際協同組合同盟（ICA） …………………… 31,209,279円

便 JAグループ

「ウクライナ難民支援募金活動」
実施結果のご報告について

【JA全中からの募金結果報告】

�TM ����

� ��� ��� ����������������

� ��� ��� ����������������

� ��� ��� ����������������
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便 情報コ－ナ－

●キャッシュカード・通帳等の紛失や盗難

　平 日／9:00～17:00　JA山形市　本・支店の口座開設店舗へ

　夜間・土・日・祝日 0120-066-443（24時間対応）

　JAバンク・キャッシュカード紛失共同受付センター

【時間外の連絡先】

●交通事故

　自動車共済事故受付センター 0120-258-931（24時間対応）

　レッカー・ロードサービス 0120-063-931（24時間対応）

●葬　　儀

　やすらぎ山形ホール JA葬祭 0120-567-685（24時間対応）

　　山形市深町一丁目2-37

　やすらぎ嶋ホール JA葬祭 0120-835-527（24時間対応）

　　山形市嶋北一丁目16-3

便 WLB（ワーク・ライフ・バランス）の
取組みについて

便 お知らせ

■本店への電話について、下記の担当部署へ直接電話をお願いします。

【本店各部署電話番号】　市外局番：全て［023］

●金融部

　信用課 ……………☎623-0513

　共済課 ……………☎623-0583

●不動産部  不動産センター

　賃貸業務課（1F）……☎631-1160（15：00まで）

　企画業務課（3F）……☎623-0520

●総務部・監査室……☎623-0526

上記の担当部署へ直接電話をお願い申し上げます。

令和４年の農協カレンダーにも表示しています。

■令和４年８月13日（土）、14日（日）は不動産部不動産
センターお盆休業です。

■令和４年８月15日（月）、16日（火）はお盆の為16：00
一斉退室日となります。

■本・支店およびアグリCの電話は夕方午後5：00に留守
番電話に切替わりますので、電話は午前9：00～午後
5：00までにお願いします。（不動産センターを除く）

※新型コロナウイルス感染防止のため、日程に変更がか

かる場合があります。詳細は各イベントにお問い合わ

せください。

　各学校等のPTA諸会費等の振替もご利用ください。

　山形二小・山形一中・二中・三中・市立山形商高・県内の

各県立高校の授業料等の口座振替も是非ご利用願います。

　税金・公共料金等の振替は、JA山形市の

『おいしい口座振替』をご利用ください。

※市県民税について

　事業専従者給与を受給されている方の市県民税の特別徴収が、６

月より開始されています。特別徴収された税金は、原則として毎月納

付をしなければなりませんが、納期の特例申請をすれば、年２回（6月

と12月）の納付で済みます。申請はいつでもできますので、詳しくは

各支店にお尋ね下さい。

※記帳について

　平成26年分申告より、農業、不動産および事業収入のある全ての方

に記帳義務が課せられました。記帳代行を希望する方は、各支店または

アグリセンター農業者経営支援室までご相談の上申し込み願います。

※派遣税理士制度を利用される皆さんへ

　ご自分で記帳され、確定申告書の作成について利用申込みをなさる

方は、各支店まで申し込み願います。

※担い手農業者の皆さんへ

農業者年金の申し込みやご相談は各支店までお問い合わせ願います。

期　別 納付期限種　　類

７
月
の
税
金

固定資産税・都市計画税 ２期

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料 １期

介護保険料（第一号被保険者） １期

下水道受益者負担金 １期

所得税の予定納税 １期

最上川土地改良区賦課金 １期

最上堰土地改良区賦課金 １期

８月１日

国民年金保険料・保育所保育料は毎月納期です。

☆山形交響楽団

東北UNITED　山響×仙台フィル合同演奏会

※山形公演　～やまぎん県民ホールシリーズ Vol.2～

■７月23日（土） ■やまぎん県民ホール

■午後３時開演（開場午後２時）

　指　揮／飯森　範親

　管弦楽／山形交響楽団　仙台フィルハーモニー管弦楽団

鈴木秀美オラトリオシリーズ特別演奏会

＂真夏の「メサイア」＂ 

～やまぎん県民ホールシリーズ Vol.3～

■８月７日（日） ■やまぎん県民ホール

■午後２時開演（午後１時開場）

　指　揮／鈴木　秀美

　ソプラノ／中江　早希　　カウンターテナー／上杉　清仁

　テノール／谷口　洋介　　バス／氷見　健一郎

　合　唱／山響アマデウスコア

【チケットに関するお問い合わせ】

山響チケットサービス　TEL023 －616 －6607

☆Ｊリ－グ・モンテディオ山形

　ホ－ム試合日程（NDソフトスタジアム山形）

■７月23日（土） キックオフ　　19：00

 対戦カ－ド　　ザスパクサツ群馬

■７月30日（土） キックオフ　　19：00

 対戦カ－ド　　FC町田ゼルビア

報 謹んでお悔やみ申し上げます。

◆ 上町支店（上町７）の井上富雄さん（90歳）6月16日逝去されました。 喪主は一浩さん

◆ 下条支店（竹寿下）の澁江サヨ子さん（95歳）6月28日逝去されました。 喪主は昭雄さん
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便 山形市民会館　山形平和劇場第37回公演
市民の手作り舞台による平和へのアプローチ

朗読・劇

日本兵、土に「我農民」と書く　
～農民詩人　斎藤林太郎の青春と戦争～

■７月30日（土） ■山形市民会館大ホール

　１回目公演：午後２時 ■入場無料

　２回目公演：午後６時30分

■主催：山形市

　山形市平和都市宣言事業実行委員会

　山形市民会館管理運営共同事業体

■お問い合せ：市民会館　TEL：023-642-3121

小白川２組　斎藤英一氏の父

大正  ６年 現在の山形市小白川町に生まれる。

 13年  ７歳 母を失う。

昭和  ８年 16歳 上山農学校を卒業し、農業に従事。

 12年 20歳 召集。近衛歩兵第二連隊に入営。

 14年 22歳 「南支那」「仏領印度支那」に出動。

 16年 24歳 除隊。

 18年 26歳 再び応召により「満州」にて軍務に従事。

 20年 28歳 敗戦により復員。農業に従事。

 31年 39歳 詩集「暗い田園」出版。

 40年 48歳 土地区画整理組合副理事長になる。

 44年 52歳 東部農民組合長になる。山形市農地委員になる。

 50年 58歳 山形市農協理事になる。（２期・６年間）

 52年 60歳 郷土史「馬見ヶ崎川流域の変遷」を出版する。

 58年 66歳 歌集「炎天」出版。

   旅行記「シルクロード紀行」出版。

 62年 70歳 詩集「斎藤林太郎詩集」出版。

 63年 71歳 第16回　壼井繁治賞　受賞。

平成  ６年 77歳 急性心不全で死去。

斎藤　林太郎 氏
（襲名により齋藤長右衛門氏）

引用：「火窪」斎藤林太郎追悼特集号より抜粋

「
炎
天
」
よ
り
一
部
抜
粋

年　譜

詩集 1956年

詩集 1987年

郷土史 1977年

詩集 1983年 詩と旅行記 1983年
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JA-SS・直売所で値引き

JAカードでお得なお買い物！

　JAならではの特典を備えたクレジットカード「JAカード」を是非ご利用ください。申請につきましては、当農協の本・支店へお気

軽にお問い合わせください。ジャオ上町SS・下条SSでもご利用いただけます。

●ジャオ上町SS・下条SSの他、県内・県外のJA-SS・ホクレンSSでJAカードを使えば２円/ℓ割引！割引はレギュラー・ハイオクガ

ソリン、軽油の給油が対象です。利用代金明細書には割引前と割引後それぞれの金額が表示されます。

※現金で支払った場合、本キャンペーンは適用されません。

●JA直売所でのお買い物５％OFF！

　対象直売所でのJAカードご利用分について、カードご利用代金ご請求時に５％割引いたします。

【山形県内でご利用いただける直売所】

●村山地域

　・おいしさ直売所

　　南館店／紅の蔵店／鈴川店／落合店（JAやまがた）

　・アグリランド産直センター（JAさがえ西村山）

　・アグリランドひな産直センター（JAさがえ西村山）

　・道の駅・尾花沢　花笠の里ねまる（JAみちのく村山）

　・おばね産直館　はいっと（JAみちのく村山）

　・よってけ　ポポラ（JAさくらんぼひがしね）

●置賜地域（全てJA山形おきたま）

　・米沢愛菜館・米沢東愛菜館・米沢南愛菜館

　・南陽愛菜館・長井愛菜館・亀岡愛菜館

●庄内地域

　・もんとあ～る　白山店／駅前店／のぞみ店（JA鶴岡）

　・んめ農マルシェ（JA庄内たがわ）

　・食彩工房いちご畑（JAそでうら）

便

パーキングJA山形市の精算機がキャッシュレス対応になりました！

㈱ジャオよりお知らせ

　令和４年６月より、パーキングJA山形市の精算機に下記の

キャッシュレス決済機能を導入しました。

　今後も利用者の皆様が使いやすいパーキングの環境づくり

に努めてまいりますので、是非ご利用ください。

便

キャッシュレス対応内容

●クレジットカード

●電子マネー

●コード決済（準備中）
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● 発行人／佐藤安裕　●発行日／令和４年７月14日

●編    集／総務部 〒990-0038 山形市幸町18-20

 TEL：023-623-0526  

 ●来月の一斉外務訪問日は８月９日（火）となります。

理事会だより便
第３回理事会６月16日（木）

《協議事項》  １議題

第１号議案　第74回通常総会運営について

《主な報告事項》

●出資配当金の振込等について

●書面決議のハガキ返送状況について

第４回理事会６月16日（木）

《協議事項》  ２議題

第１号議案　常勤理事の選任について

第２号議案　令和４年度役員報酬について

《主な報告事項》

●役員報酬振込日について

第５回理事会６月20日（月）

《協議事項》  ６議題

第１号議案　各組織への活動助成金について

第２号議案　貸付金の利率の最高限度について

第３号議案　信用供与等の最高限度額について

第４号議案　信用事業方法書の一部変更について

第５号議案　労働組合からの要求について

第６号議案　貸付金について

《主な報告事項》

●第74回通常総会書面決議数について

●JA財務モニタリングの実施について

●令和４年度公認会計士の契約について

●コンプライアンス研修会について

●食と農と生命を守る山形県代表者集会について

●親睦会と青年部交流会について

●各地区わかばの会ビアパーティー等日程について

●傷害共済推進について

●ATM稼働休止について

●令和４年産米出荷契約数量並びに出荷契約金

の支払いについて

●農業用廃プラスチック回収の実施について

●山の日全国大会への協賛について

●山形セルリ－プロジェクトについて

●JA山形市農業振興協議会　令和４年度生産調

整面積について

●役職員コンプライアンス研修の為、不動産セン

ターを臨時休業（７月９日㊏）

●令和３年度３月末決算監査報告について

●令和３年度３月末資産査定監査報告について
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つや姫：2合×9個 つ や 姫：2合×5個
はえぬき：2合×4個

はえぬき：2合×9個
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宅 配

受付中！
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